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クラシック音楽をはじめた
きっかけは

小学校の頃「宇宙戦艦ヤマト」がはやっていて、

私も「ヤマト」の大ファンでした。特に、その音楽

(宮川泰先生作曲)が大好きで、「交響組曲

宇宙戦艦ヤマト」のレコードを買ってもらって何回

も聞いていました。

オーケストラや弦楽器の音が好きになっていったと

ころ、入学した高校(清水東高校)に音楽部とい

うオーケストラの部活があったので、よしヴァイオリ

ンをはじめよう、と思って入部したのがきっかけです。

天国の宮川泰先生ありがとう。一浪して入った

大学ではもちろん大学のオーケストラに入り、

学業そっちのけで楽器の練習ばかりしていました。

おかげで一年留年しました(笑)

↑大学時代の剣持さん



以前は海外出張の際には、出張先の演奏会やオペ
ラのスケジュールを調べ、仕事の後にはできるだけ聴
きに行くようにしていました。また、５年に一度、５日
間のまとまった休みをもらえるのですが、それを利用し
てヨーロッパでコンサート三昧オペラ三昧をするのが
楽しみでした。中でも2007年１月にウィーンのコン
ツェルトハウスでのアルバンベルク弦楽四重奏団の演
奏会は忘れられません。舞台上にも観客席が設け
られ、そこでまさにかぶりつきで演奏を聴きました。
曲はベートーヴェンの弦楽四重奏曲第13番ほか。
演奏会後に楽屋に押しかけて記念写真を撮らせて
いただきました。

昨年はその5年に一度の年でしたが、残念ながらコ
ロナで行けませんでした。いつかまたヨーロッパでコン
サート三昧オペラ三昧をやってみたいです。特に死ぬ
までに一度、バイエルン国立歌劇場で、August 
Everding演出のモーツァルト「魔笛」を観てみたい。

アルバンベルク弦楽四重奏団
第1ヴァイオリン ギュンター・ピヒラー氏と



剣持さんは日ごろは、どのようなお仕事をされているのですか

浜松のヤマハ株式会社(楽器を作っている方です)で、事業と研

究開発の橋渡しをするような仕事をしています。以前は(2014

年までは)、歌声合成技術VOCALOID(ボーカロイド)の開発お

よび事業化を担当していました。VOCALOIDは歌詞と音符を

入力するだけで歌声を合成できる技術です。この技術を他社に

ライセンスし、そして数々の製品がさまざまな会社から発売されて

きました。その代表的なものが札幌のクリプトン・フューチャー・メ

ディアさんから発売された「初音ミク」です。

今でもネットで私の実名を検索すると「VOCALOIDの父」と

して出てきます。自分の手掛けた技術が多くの人々に使われて

いるということ、そしてそれを使った楽曲が数多く生み出され、

多くの人々が楽しんで聴いているということは、まさに技術者

冥利に尽きます。

写真は2007年にベルギーのアントワープで行われた

InterSpeechという音声に関する国際学会でVOCALOIDに

ついて発表しているところです。



転勤と結婚をきっかけに自宅(静岡市、当時は清水市)から東京まで
新幹線通勤することになり、静岡県中部でオーケストラを探し、
高校の部活の先輩がコンサートマスターをやっている清水フィルに入団しました。

清水フィルに入団したきっかけを教えてください



清水フィルは、団員の技量はさまざまですが、

みんなで良い音楽を目指そうという姿勢は誇

るべきものだと思っています。

チューニングも弦楽器はパートごとに行い、

全体で5分近くかけてやります。アマチュア

オーケストラとしては(学生オーケストラを除い

て)、チューニングをこれだけ丁寧にやるオケは

珍しいのではないでしょうか。

良い音楽を目指しているからと言ってギスギ

スしているわけでなく、練習中も和気あいあ

いとしていています。若い団員も多く楽しい

オーケストラです。



清水フィルには団員が経営する飲食店があります。
名曲カフェ＆バー「アマデウス」 という名前で
クラシックのLPやCDが全部で数千枚あります

今どき、クラシック音楽専門のバーというのは珍しいのではないでしょうか

http://amadeus.cafe/ 

私はこの店に自分のLPやCDを
お貸ししています。

団員も時々飲みに来ますし、
練習後の打ち合わせも

この店で行っていたりします。
さしずめ清水フィルクラブハウスと

いったところでしょうか



プライベートの過ごし方、ご趣味を教えてください

テレワークの日は早朝と夕方に、そして休日は

朝から夕方まで家の畑で農作業をしています。

休日には清水フィルの皆さん(清水フィル農作

業同好会)が畑仕事を手伝ってくれるので大変

助かっています。農作業同好会があるアマチュ

アオーケストラも珍しいのではないでしょうか。



2021年11月 バレエ公演(くるみ割り人形全曲)でオケピットに入った時の写真の様子

こだわりの自慢の場所は・・・静岡市清水文化会館マリナート♪

ちょうど10年前の2012年8月1日に

JR清水駅前にオープンしたホールで

す。

多目的ホールという名目で建設され

ましたが、残響は2.1秒とオーケスト

ラの演奏に最適な音響のすばらしい

ホールです。

音響が素晴らしいだけでなく、演奏

するときもお客さんとの距離感が近く、

拍手も近くに聞こえます。

職員の方の対応もすばらしく、こちら

のお願いごとには親身になって相談に

乗ってくれます。



2022年5月29日 第35回定期演奏会

このホールのオープニングの

2年前の2010年、

このホールの愛称を決める際に、

「マリナート」 「アートハーバー」

「エスフロント」 「エ〜ラ」

の４つが候補に上がりましたが、

「アートハーバー」は実は私の発案です。

投票の結果、「マリナート」になり、

残念ながら名付け親になることはでき

ませんでしたが、今から考えると「マリ

ナート」の方が良い名前だと思います。



2012年8月17日〜1９日
世界アマチュアオーケストラフェスティバルin静岡 (第40回全国アマチュアオーケストラフェスティバル静岡大会)が

できたてホヤホヤのこのホールで行われました。私はその際の実行委員長を拝命したことは特に思い出に残っています。

マーラー 交響曲第2番「復活」の演奏の様子



最後に、音楽が
仕事やプライベート
に与える影響や
インスピレーション
をお聞かせください

音楽に近い仕事をしていることもあり、音楽をやってきたこと、楽器を演奏することが少なからず役に
立っていると感じています。音楽はかならず動き(時間的変化)があり、時間的変化を大切にすると
いうことは、実はVOCALOIDの合成方式のヒントになったと言えなくもありません。

プライベートでも、これまでの写真や文章でおわかりの通り、音楽は欠かせないものになっています。
妻は清水フィル団員でヴァイオリンを弾いています。娘が二人おりますが、二人ともオーボエを吹き、
一人は清水フィル団員、一人は東京の大学のオーケストラに所属しています。

清水フィルでは、2023年には6月18日(日)に定期演奏会を予定しています。
レスピーギの「ローマの噴水」「ローマの松」と、あと変わったところでバッハ作曲、ウェーベルン編曲の
「6声のリチェルカーレ」を演奏します。
場所は静岡市清水文化会館マリナート大ホール、14時開演予定です。ぜひお越し下さい。

静岡市清水文化会館マリナート


